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マレーシア国サラワク州ミリ市のミリ総合病院へ医療機器を寄付
 

～マレーシア・サラワク沖ＳＫ１０鉱区　生産開始５周年記念事業として～

記者各位

　当社（社長：西尾 進路）の石油開発部門である新日本石油開発株式会社（社長：古関 信、当社100％出資会社）は、子会社

日石マレーシア石油開発株式会社（以下「日石マレーシア」）を通じて、マレーシア・サラワク沖ＳＫ１０鉱区の生産開始５周年を

記念し、サラワク州ミリ市のミリ総合病院に対し、総額３３３，０００リンギット(約１，０００万円)相当の医療機器を寄付しましたの

でお知らせいたします。

　日石マレーシアは、１９８７年にマレーシアのボルネオ島サラワク州沖合に位置するＳＫ１０鉱区の権益を取得し、オペレータ

ーとして探鉱活動を行った結果、１９９０年にヘラン・ガス田を発見いたしました。その後、２００３年１１月に同ガス田で天然ガス

およびコンデンセートの生産を開始しております。
 

　同ガス田で生産された天然ガスはサラワク州ビンツルで操業中のＭＬＮＧティガ社（国営石油会社ペトロナス子会社）の液化

プラントで液化され、日本国内の需要家などに販売されております。

　このＳＫ１０鉱区からの生産開始５周年を記念し、１２月１２日（金）にサラワク州ミリ市のインペリアル・ホテルにおいて、地元

の役所関係者、ペトロナス関係者などを招待した記念セレモニーを開催し、この中で日石マレーシアよりミリ総合病院に対して

医療機器の目録を贈呈いたしました。

　当社グループは、今後とも地域社会の一員として、日石マレーシアを通じてこのような社会貢献活動を継続してまいります。
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